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２　産出地点の地質と化石

丹生地域の新第三系は下位より西谷流紋岩，糸生層，国

見層，荒谷層，市ノ瀬層，鉾島火山岩類，国見岳火山岩類

に区分される（Nakagawa, 1998）．化石を産出した国見層は

「熱帯海中気候事件」（土，1986）として知られる1650万年前

～1600万年前の熱帯的環境で堆積した河川～浅海性の地層

で，狭在する火砕岩や岩相から下位より左右礫岩部層，大

味砂岩泥岩部層，小丹生凝灰岩部層，大丹生砂岩泥岩部層，

鮎川砂岩凝灰岩部層に細分される．化石産地の鮎川は鮎川

砂岩凝灰岩部層の模式地で，化石産出地点の岩相は凝灰質

砂岩である（Fig.2）．化石は軽石や炭質物を多く含む岩相に

多産する．また，産出化石はわずかな層準の違いにより多

産する種が異なり，Anadara（Hataiarca）kakehataensisを多く

産出する層準，Vicarya yokoyamaiを多産する層準，

Diplodonta ferruginataを密集して産出する層準などが見られ

た．しかし，採集は，工事の合間の短い時間で，主に掘り

返された岩石からの採集であったため，詳細な層準の差異

による化石群集の変遷を明らかにすることはできなかった．今回得られたGeloina化石は１個体で，

掘り返された岩石中から採集されたものである．Geloinaを産出した岩相は砂質泥岩で周囲の凝灰質

砂岩に比べやや細粒な岩相である**．また，他の化石が多産する層準やブロックからはGeloinaを産

出しなかった．これらのことからGeloinaは他の化石が多産する層準から産出したのではなく，ある

特定の層準に多産する層準があった可能性が高い．

３　化石の記載

Geloina stachi Oyama （Fig.3，1a, b）

今回得られた個体は，合弁で左右の殻がややずれた個体である．殻は中大型で，亜三角形をした

ハマグリ型で，厚質でよく膨らんでいる．殻頂部はまるく，前方約1/4に位置する．前背縁は長く

直線状で急傾斜し，前縁部はやや角張る．後背縁は直線上に長く延び，後縁へ広く丸く遷移する．

後縁部は裁断状を呈す．腹縁は広くまるく孤を描く．殻表彫刻は多数の細かい同心円状の成長脈と

やや粗い輪脈が規則的に発達する．殻頂部より後背縁にかけて褶がみられる．長い後側歯を持つ．
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１　はじめに

福井県福井市鮎川の波食棚からVicarya yokoyamai

を含む化石が産出することは古くから知られてい

る（竹山，1933； 野・三浦，1956）．中川（1989），

Nakagawa（1998）は福井県丹生山地北部の貝化石群

集の検討を行い，国見層の中にマングローブから

干潟の環境が繰り返し出現することを明らかにし

た．また，山野井（1992）は国見層からマングロー

ブ植物Sonneratiaの花粉化石を報告し，マングロー

ブの存在を実証した．

昨年から今年にかけて鮎川付近で高潮対策に伴

う工事が行われ，その過程で多くの化石が産出し

た（Fig.1）．今年11月に福井市自然史博物館の採集

した化石の中にGeloina stachiが含まれていた．

Geloinaはマングローブ沼に特徴的な二枚貝であり，

これまで鮎川においては保存不良の１個体が産出

しているのみで，古環境を復元する上で貴重な資料

となると考え，報告する．

なお，今回報告するGeloina化石は福井市自然史博物館非常勤職員の福岡　修氏ならびに福井市自

然史博物館の梅田美由紀学芸員が採集されたものである．また，本研究の一部に，平成14年度福井

県初等中等教育研究奨励事業助成金を使用した．記してお礼申し上げる．

Fig.1 Index map showing the fossil locality. This map is
modified from the topographical sheet （1：
25,000）of "Ayukawa" of Geographical Survey
Institute.

＊福井県立丸岡高等学校（〒910－0293 福井県坂井郡丸岡町篠岡23－11－1）
Maruoka Senior High School, 23－11－1, Shinooka, Maruoka-cho, Fukui 910－0293, Japan

Fig.2 Columnar section in the fossil locality.

**化石採集をしていた人からGeloinaが何個体かかたまって産出したという話を聞いた．
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本標本は，殻長／殻高は，1.24でOyama

（1950）が記載した模式種の1.25とほぼ同

じである．また，後縁部の裁断状の形態

や褶などの形態も模式種とよく似ている．

主歯は観察できないが，後側歯の形態も

似ている．これらのことから本標本は

Geloina stachiに同定される．本標本は同

じ論文で記載されたGeloina yamaneiに比

べ，殻頂部がより前方にあり，後縁部の

裁断が強いなどの特徴がある．糸魚川

（1981）はG. yamaneiはG. stachiの幼形の

可能性を示唆しているが，本標本はやや

小型の個体であるがG. stachiの外形をし

ている．Geloinaの殻頂部付近には広く溶

食痕が見られ，酸性環境下で生息してい

たもの（伊左治，1995）と考えられる．

採 集 者：福岡　修・梅田美由紀

標本番号：FMNHGF－0700

計 測 値：殻長 65.6mm，

殻高 52.7mm

４　考　察

Geloinaは中期中新世には備北層群を中心に20ヶ所以上から産し，G. yamaneiとG. stachiは富山県

婦負郡八尾町掛畑において共産し（Oyama, 1950），その他3地点でG. cf. stachiとG. yamaneiが共産す

る（都留，1985）．掛畑においては糸魚川（1981）も指摘するように大型の個体になるほど後縁部の裁

断が強くなりG. stachiの形態のものが多くなる．しかし，都留（1985）のG. yamaneiはOyama（1950）

のG. stachiや本標本より大型の個体であり幼形とは考えにくい．この傾向が成長による形態の変異

なのか，底質などの環境変異なのか，別の種なのかという点について現段階では判断できない．今

後検討が必要であろう．

現在のマングローブ沼の多くは酸性環境下にある．中川（1989）は，Vicaryaの殻口部や先端部の殻

が溶けていることからVicaryaの生息域が酸性環境下であったことを指摘した．岡本・松尾（1994）は，

Vicaryaの溶食現象を報告し，Geloinaと共産するVicaryaは溶食の割合が高く，Geloinaと共産しない

Vicaryaは溶食が著しくないことを報告した．伊左治（1995）は，マングローブ沼の多くは酸性環境で
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溶食が著しいのに対し，干潟ではほぼ中性に近い環境になりほとんど溶食を受けないことを報告し

ている．金子（1997）は，溶食の程度をもとにGeloinaやTelescopiumとArcid-Potamid動物群との生息

環境について考察し，pHの低い方からTelescopium，Geloina，Arcid-Potamid動物群の順に生息して

いたと報告した．これらの報告はTaguchi（1981）の指摘した帯状分布を裏付けるものである．今回

報告したGeloinaにも明瞭な溶食痕が見られ，酸性環境下に生息していたものと考えられる．

しかし，鮎川から産出するVicaryaは三本木（Nakagawa，1998の地点KM007）のVicaryaに比べ溶食

を受けた個体は少ない．また，鮎川ではAnadaraやDiplodonta，Phacosomaなどの干潟から浅海上部

に特徴的な二枚貝を多産するのに対し，三本木ではこれらの種をほとんど産出しない（Nakagawa,

1998）．さらに，鮎川ではGeloinaの産出する層準とVicaryaの多産する層準とは厳密には異なる可能

性が高い．これらのことから鮎川のVicaryaを含む化石群集は三本木のVicaryaに比べ酸性度の低い

干潟に生息していたものと推定される．そして鮎川においては比較的短期間の環境変動で，一時的

にマングローブ沼的な環境になりGeloinaが生息したと考えられる．
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Fig.3 Geloina stachi Oyama．FMNHGF－0700．




